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さわやかな秋晴れの下

町民運動会開催

10 月 13日、阿見中学校（写真左上・右上）・朝日

中学校（写真下）・竹来中学校（写真左）を会場に、

第33回町民運動会が開催されました。

さわやかな秋晴れの下、健康増進と住民相互の交

流を図るため、参加者は元気に汗を流しました。各

チームとも日ごろの練習の成果を発揮して、各競技

で熱戦が繰り広げられました。競技に参加された選

手や応援に来場された観客の皆さんの顔には笑顔が

あふれていました。

第33回町民運動会の結果

■阿見中地区

優勝：中央東　準優勝：富士団地

第3位：上郷

■朝日中地区

優勝：実穀　　準優勝：上長

第3位：筑見

■竹来中地区

優勝：岡崎　　準優勝：南平台一・二・三

第3位：立ノ越
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一般会計歳入総額164億 7108万 4千円

まちのかけいぼ

歳入総額	 164 億 7108 万 4千円	（100.0％）

自主財源	 98 億 8736 万 7千円	（60.0％）

町税	 73 億 645 万 5千円	（44.4％）

その他の自主財源 25 億 8091 万 2千円	（15.6％）

繰越金	 14 億 4982 万 円	 （8.8％）

繰入金	 7324 万 6千円	 （0.4％）

諸収入	 5 億 7678 万 9千円	 （3.5％）

使用料・手数料	 2 億 5125 万 円	 （1.5％）

その他	 2 億 2980 万 7千円	 （1.4％）

依存財源	 65 億 8371 万 7千円	（40.0％）

国庫支出金	 16 億 3750 万 円	 （9.9％）

町債	 20 億 1770 万 円	（12.2％）

県支出金	 9 億 6608 万 2千円	 （5.9％）

地方消費税交付金	 4 億 3160 万 7千円	 （2.6％）

地方交付税	 11 億 3794 万 円	 （6.9％）

その他の依存財源	 3 億 9288 万 8千円	 （2.5％）

地方譲与税	 1 億 9017 万 3千円	 （1.2％）

地方特例交付金	 2917 万 7千円	 （0.2％）

その他	 1 億 7353 万 8千円	 （1.1％）

↓
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一般会計歳出総額155億 2483万 1千円
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平成 24年度一般会計の決算額は、歳入総額 164 億 7108 万 4千円、歳出総額 155 億 2483 万 1千円となり、
前年度と比較し、歳入については、11 億 395 万 8 千円（7.2％）の増、歳出については、16 億 752 万 5

千円（11.6％）の増となりました。
その結果、歳入歳出差引額（形式収支）は、9億 4625 万 3 千円で、翌年度へ繰り越すべき財源として 3億
7272 万 2 千円を充てると、実質収支額は、5億 7353 万 1 千円となり、前年度と比較し、4億 3766 万 9 千円
の減となりました。

各会計を通じた決算総額は、歳入 274 億 9078 万 2 千円（一般会計 164 億 7108 万 4 千円・特別会計 110 億
1969 万 8 千円）、歳出 255 億 1761 万円（一般会計 155 億 2483 万 1 千円・特別会計 99 億 9277 万 9 千	

円）で、歳入歳出差引額（形式収支）は、平成 23 年度の 23 億 4705 万 6 千円に比べ、15.9％減の 19 億 7317
万 2千円となっています。

3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

歳出総額	 155 億 2483 万 1千円	（100.0％）

民生費	 42 億 384 万 6千円	（27.1％）

教育費	 27 億 2684 万 7千円	（17.6％）

土木費	 24 億 2485 万 9千円	（15.6％）

総務費	 15 億 723 万 9千円	 （9.7％）

公債費	 13 億 2567 万 円	 （8.5％）

衛生費	 12 億 2545 万 9千円	 （7.9％）

諸支出金	 9 億 258 万 3千円	 （5.8％）

消防費	 6 億 7184 万 8千円	 （4.3％）

農林水産業費	 2 億 4315 万 4千円	 （1.6％）

議会費	 1 億 5316 万 円	 （1.0％）

商工費	 1 億 4016 万 6千円	 （0.9％）



●総務費	 ▼「阿見町第 6次総合計画」の策定を開始▼
デマンドタクシー「あみまるくん」にセダン車両を増
車▼行政区防犯灯の LED化を推進するための費用を
助成▼全小中学校等に防災倉庫を整備

●民生費	 ▼荒川本郷地内に開園した「さくら保育園」
の整備費用を助成▼舟島小学校区放課後児童クラブ
専用施設を整備

●衛生費	 ▼子宮けいがん・小児肺炎球菌・ヒブ予防ワク
チン接種費用を助成▼住宅用太陽光発電システムの
設置費用を助成▼公共施設等の定期的な放射線測定
と除染作業を実施

●農林水産業費	 ▼荒れた平地林の下刈り・除伐などを
実施▼農村地域の資源を保全する共同活動等を支援

●商工費	 ▼商工会発行のプレミアム付商品券の発行経
費を支援▼地域資源を生かした町の名物となる商品
開発を支援▼町の特産品を販売するアンテナショッ
プを期間限定で開設

●土木費	 ▼道路の新設改良や排水整備、危険箇所の改
良などを実施▼都市計画道路荒川沖・寺子線、中郷・
寺子線の整備を推進▼中郷第一、岡崎第一街区公園
を整備・開園

●消防費	 ▼消防団第 10分団の消防車両を更新
●教育費	 ▼朝日中学校の耐震補強工事を実施▼老朽化
が進んだ給食センターの建替工事を実施▼公民館ロ
ビー等を会場としたミニコンサートを開催

平成24年度の主な事業

人口一人当たりの歳入と歳出
平成 24年度総人口 47,575 人（平成 25 年 4月 1日現在・常住人口調査）

過去5年間の推移

歳
出
歳
入

歳
出
歳
入

歳出総額	 32 万 6323 円	（100.0％）
民生費	 8 万 8363 円	（27.1％）
教育費	 5 万 7317 円	（17.6％）
土木費	 5 万 969 円	（15.6％）
総務費	 3 万 1681 円	 （9.7％）
公債費	 2 万 7865 円	 （8.5％）
衛生費	 2 万 5758 円	 （7.9％）
諸支出金	 1 万 8972 円	 （5.8％）
消防費	 1 万 4122 円	 （4.3％）
農林水産業費	 5111 円	 （1.6％）
議会費	 3219 円	 （1.0％）
商工費	 2946 円	 （0.9％）

歳入総額	 34 万 6213 円	（100.0％）

自主財源	 20 万 7827 円	（60.0％）

町税	 15 万 3578 円	（44.4％）

その他の自主財源	 5 万 4249 円	（15.6％）

依存財源	 13 万 8386 円	（40.0％）

国庫支出金	 3 万 4419 円	 （9.9％）

町債	 4 万 2411 円	（12.2％）

県支出金	 2 万 307 円	 （5.9％）

地方消費税交付金	 9072 円	 （2.6％）

地方交付税	 2 万 3919 円	 （6.9％）

その他の依存財源	 8258 円	 （2.5％）

まちのかけいぼ
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収益的収入および支出
収入　9億 9149 万 1千円
支出　8億 9335 万 7千円

資本的収入および支出
収入　3億 3912 万 3千円
支出　6億 8726 万 1千円

※資本的収入および支出における収入の不足額
は過年度損益勘定留保資金等で補填しました

※消費税・地方消費税を含む

公営企業会計決算
（水道事業会計）

平成24年度決算を家庭の家計簿に例えると…
● 一 般 会 計 決 算 を
1/2000 に縮小し、家庭
の家計簿のようにまとめ
てみました（右図参照）

※収入 824 万円－支出
776万円＝48万円は次年
度へ繰り越します
※預金残高（一般会計基
金）307 万円・ローン残高	
（町債）620万円

収入のうち給料・パート収入・預金解約が自主財源、ローン借入・親からの仕送りが依存財源で、自主財源の割合
が高いほどやりくりがしやすいと言えます。町では約 60.1％が自主財源、約 39.9％が依存財源となっています。
給料・パート収入・親からの仕送りを合わせると 719 万円の収入になるのに対し、支出は生活費 314 万円、

家の増改築や車の購入代 154 万円、増加傾向にある医療費・学費などの支払い 99万円やローンの返済 66万
円などで 730 万円がかかります。家の増改築や車の購入代をローン借入でまかない、生活費などを節約した
結果、今年度は将来に備え 46万円を預金することができました。
車や住宅の購入（町では公園や道路の建設など）のように大きな出費で長期間使用するものなどは、今の使

用者だけでなく後世代の使用者にも平等に費用を負担してもらうため、借入して今後の給料で返済した方が適
当な場合もあります。もちろん、将来の負担を明らかにして事業を行い、子どもたちに大きな負担を残さない
よう生活設計していくことが大切です。
限られた収入を大切にし、サービスを充実させるため、今後も計画的にやりくりを進めていきます。

▼阿見家の収入 824 万円 ▼阿見家の支出 776 万円

町債・基金の現在高

町債の現在高
区分 24年度末現在高（※）

一般会計 123億 9775 万 1千円
特別会計 88億 3883 万 2千円
公共下水道事業 74億 2469 万 4千円
土地区画整理事業 1億 7153 万 1千円
農業集落排水事業 12億 4260 万 7千円

公営企業会計（水道事業） 10億 924 万 7千円

基金の現在高
基金等の名称 24年度末現在高（※）

財政調整基金 35億 5230 万 円
減債基金 3億 7310 万 円
その他の基金 22億 1951 万 円
国民健康保険支払準備基金 1億 8000 万 円
公共下水道整備基金 10万 円
介護給付費準備基金 1千円
農業集落排水事業債減債基金 1億 73万 3千円
土地開発基金（現金） 360万 円

●国民健康保険特別会計
歳入　57億 7千円
歳出　49億 3833 万 3千円

●公共下水道事業特別会計
歳入　17億 4055 万 6千円
歳出　16億 5019 万 8千円

●土地区画整理事業特別会計
歳入　 3億 6716 万 8千円
歳出　 2億 2881 万 2千円

●農業集落排水事業特別会計
歳入　 1億 7266 万 円
歳出　 1億 6050 万 3千円

●介護保険特別会計
歳入　23億 6910 万 5千円
歳出　23億 4593 万 9千円

●後期高齢者医療特別会計
歳入　 6億 7019 万 9千円
歳出　 6億 6899 万 4千円

特別会計決算

※ 24年度末とは、平成 25年 3月 31日現在です

へいせい 24 ねんどけっさん
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■決算の総括
平成 24 年度における各会計歳入総額は 27,491 百万

円、歳出総額は 25,518 百万円であり、歳入歳出差引額
は翌年度繰越額を除き、実質収支額 1,588 百万円の黒字
となりました。なお、単年度実質収支額（当年度実質収
支額－前年度実質収支額）は 287 百万円の赤字となって
います。基金残高は 6,429 百万円と前年度比 845 百万
円の増加となり、公債残高は 22,246 百万円（水道事業
を含む）と前年度比 481百万円の増加となりました。
当年度、町税は税制改正等に伴う町民税の増加はあ

ったものの、家屋評価替の影響等による固定資産税の
減少等により、7,306 百万円と前年度比 118 百万円の
減少となりました。
地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各

指数を分析すると、まず、実質赤字比率および連結実
質赤字比率については赤字額が生じていないため、そ
の場合には比率がないものとされています。今後も比
率が生じないよう、適正規模の実質収支の確保等に努
める必要があります。実質公債費比率については、前
年度より 0.9 改善しています。これは、ごみ処理施設
建設事業に係る起債償還の終了等により公債費充当一
般財源等額が減少しているためであります。しかし、
今後は給食センター整備事業や学校施設耐震化事業等
の起債償還が加わるため、公債費が歳出全体に与える
影響に十分注意する必要があります。
将来負担比率については、土地開発公社が先行取得

した都市計画道路整備に係る用地の買い戻しによる債
務負担行為の減少や、充当可能財源としての財政調整
基金が増加したため、比率は生じていません。
資金不足比率については、対象となる公共下水道事	

業特別会計・農業集落排水事業特別会計・土地区画整理
事業特別会計・水道事業会計の各会計とも資金不足がな
いため、比率は生じていません。今後も比率が生じな
いよう、効率的な運営に努める必要があります。
財政力指数は、単年度で前年度の 0.864 から 0.883

に上昇する一方、3か年平均では 0.861 に減少してい
ます。単年度の財政力指数が上昇した主な要因は、町
民税法人税割の過年度精算繰越の減少と景気回復に伴
う増収が、平成 24年度の基準財政収入額の増額要因と
して反映されているためであります。
経常収支比率については、地方税・普通地方交付税・

臨時財政対策債が減となるなど、経常一般財源総額が
大幅に減少したため、前年度より 2.2 悪化しています。
実質公債費比率は、公債費の減少等により引き続き

改善しているものの、給食センター整備事業や学校施
設耐震化事業等の普通建設事業の増により、将来負担
比率に影響する地方債の現在高が増加に転じていると
ともに、固定資産税等の町税収入の回復の遅れや普通
交付税の減が続くと、さらなる経常収支比率の上昇に
よる財政の硬直化の進行が懸念されます。
今後の財政運営については、歳入面において、景気

回復に伴う企業収益の改善と家計所得の増加による町
民税収の回復が期待されるところでありますが、海外
景気の下振れ懸念等先行き不透明感が強く、引き続き
経済動向に細心の注意を払う必要があります。
歳出面においては、医療・福祉等に要する扶助費が今

後も増加するものと見込まれることから、財政構造の弾
力性を確保するためにも、集中と選択による財政健全化
への取り組みを一層強化する必要があると思われます。

まちのかけいぼ

問い合わせ
企画財政課財政係☎888ー1111（223）▼ Eメール：kikakuzaiseika-ofc@town.ami.lg.jp

町財政の現状
町監査委員による決算審査意見書から

健全化判断比率・資金不足比率および財政構造の状況

健全化判断比率

実質赤字比率ー
【早期健全化基準 13.49％】

福祉・教育・まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤
字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの

連結実質赤字比率ー
【早期健全化基準 18.49％】

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体として
の赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての財政運営の
悪化の度合いを示すもの

実質公債費比率 8.7％
（前年度 9.6％）

【早期健全化基準 25.0％】

借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示すもの

将来負担比率ー
【早期健全化基準 350.0％】

地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払って
いく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性の度合いを示すもの

資金不足比率

公共下水道事業特別会計ー
農業集落排水事業特別会計ー
土地区画整理事業特別会計ー
水道事業会計ー

【経営健全化基準 20.0％】

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の
規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示すもの

※実質赤字比率・連結実質赤字比率・将来負担比率・資金不足比率は、比率が生じていないため「ー」を記載しています
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国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま
た
は

土
浦
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室
（
☎
8
2
4
ー

7
1
6
9
）ま
で

前
日
ま
で
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
り
、
請
求
し
た
と
き

※
障
害
認
定
日
：
原
則
と
し
て
病

気
や
け
が
に
よ
り
、
初
め
て
医

師
の
診
療
を
受
け
た
日
か
ら
1

年
6
か
月
を
経
過
し
た
日
。
ま

た
は
、
1
年
6
か
月
以
内
に
症

状
が
固
定
し
た
日

●
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

20
歳
に
達
し
た
と
き
、
❸
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
障
害
基

礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本

人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
左

表
参
照
）。

■
年
金
額（
10
月
1
日
改
定
）

▼
一
級
障
害
：
97
万
3
1
0
0
円

▼
二
級
障
害
：
77
万
8
5
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
（
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
子
、
1
・
2
級
の
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
子
）
が
あ
る
と

き
に
は
、
年
金
の
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

●
年
金
の
加
算
額

加
算
対
象
の
子
が
ー

▼
2
人
目
ま
で（
1
人
に
つ
き
）：

22
万
4
0
0
0
円

▼
3
人
目
以
降（
1
人
に
つ
き
）：

7
万
4
6
0
0
円

■
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

❶
初
診
日
（
病
気
や
け
が
で
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）

に
お
い
て
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

❷
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と

※
特
例
と
し
て
、
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
、
初
診
日
が
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
の
1
年
間

に
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な

い
こ
と

※
4
分
の
1
納
付
・
2
分
の
1
納

付
・
4
分
の
3
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
額

を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
扱
い

と
な
り
ま
す

❸
障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
表
の
1

級
ま
た
は
2
級
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
障
害

認
定
日
（
※
）
に
該
当
し
な
か

っ
た
人
が
、
65
歳
に
な
る
日
の

障害基礎年金
国民年金加入中に、病気やけがで障害が残ったときや、
20 歳前の事故や疾病等で障害認定日に政令で定められ
ている障害（国民年金の障害等級の 1・2級）の状態になっ
た場合に障害基礎年金が支給されます。

もしも、病気やけがで障害が残ったら…

国
金民
年

● 20歳前に障害となった場合の所得制限

※平成 17年 8月から
※上記の金額を超えた場合に、一部停止または全部停止
※老人扶養・特定扶養親族等がいるときは、別の基準となります

扶養人数 0人 1人 1人増すごとに

本人所得
一部停止 3,604,000 円 3,984,000 円

380,000 円
本人所得
全部停止 4,621,000 円 5,001,000 円

　

■ご存じですか？　国民年金の『付加年金』制度
国民年金の第一号被保険者・任意加入被保険者の人が定額保険料に

付加保険料をプラスして納付すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗
せされます。受け取る付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減
額）はありません。
●付加保険料は月額 400 円です
●付加年金の受給額（年額）は『200 円×付加保険料を納付した月数』です
※付加年金は任意加入です。国民年金基金に加入の人は付加年金に加
入できません。付加保険料の納付期限は翌月末日です（期限を過ぎ
ると納付できません）。お申し込みは土浦年金事務所または役場国
保年金課窓口へ

■国民年金に任意加入している人も国民年金基金への加入
が可能になりました
平成 25年 4月から日本国内に住所を有し、国民年金に任意加入し

ている 60歳以上 65 歳未満の人も国民年金基金に加入できるように
なりました。加入条件などについては、各都道府県の国民年金基金（フ
リーダイヤル 0120-65-4192）へお問い合わせください。

■問い合わせ
土浦年金事務所国民年金業務一課☎824ー7121

土浦年金事務所から

7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

みんなでささえ愛…ねんきん



国保税納め忘れは
ありませんか？

滞納すると、みんながあなたが困ります

みんなでささえ愛…こくほ

国保税　納めて安心　わが家の健康

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎888 ー 1111（131 ～

133）

し
込
み
ま
す
。
詳
し
く
は
収
納

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
保
険
税
Q
&
A

今
の
と
こ
ろ
元
気
で
、
医

療
を
受
け
る
必
要
も
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
国
保
税
を

納
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

今
は
元
気
だ
と
し
て
も
、

い
つ
病
気
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。万
一
病
気
に
な
る
と
、

多
額
の
医
療
費
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
国
保
は
、
そ
の

よ
う
な
と
き
に
心
配
な
く
診
療
を

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
国
保
税

を
納
め
る
こ
と
は
国
保
被
保
険
者

の
義
務
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

経
済
的
に
困
難
で
国
保
税

を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

納
付
方
法
に
つ
い
て
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
突
然
の
病
気
や

け
が
に
備
え
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
や
職
場
の
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど

の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
、
国
の
補
助
金
な
ど

と
と
も
に
国
保
制
度
を
支
え
る
大

き
な
柱
で
す
。
国
保
税
を
納
め
な

い
人
が
増
え
る
と
、
医
療
費
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
り
、
国
保
加

入
者
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
預
金
口
座
の
あ
る
銀
行・ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
信
用
金
庫
・
J
A
ー
な

ど
か
ら
の
自
動
振
替
の
た
め
、

納
付
の
手
間
が
省
け
ま
す

▼
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
中
止

し
な
い
限
り
翌
年
度
分
も
自
動

的
に
継
続
さ
れ
ま
す

▼
預
金
通
帳
・
口
座
の
届
出
印
・
国

保
税
の
納
付
書
ー
を
金
融
機

関
ま
た
は
役
場
1
階
収
納
課
窓

口
に
持
参
し
、
口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

町
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A Q

QA

ご協力ありがとうございます。

引き続き納期限内の納付をお願

いします。

納め忘れの予防に便利な口座

振替をご利用ください（口座振

替依頼書に必要事項を記入して

申し込みます。詳しくは収納課

にお問い合わせください）。

納付方法についてご相談に応じ
ています。

■下記のような措置がとられます

➡
はい

➡
はい

➡
はい

➡
相談

➡いいえ

➡いいえ

➡いいえ

相談

相談

国保税を納期ま
でに納めていま
すか？

督促状が届いた
とき、すぐに納
めましたか？

何か特別な事情
があって、納め
られないのです
か？

有効期限の短い
『短期被保険者
証』が交付され
ます。

国保から保険証の返還を求める通知が届き
ます。保険証を国保に返還し、代わりに『被
保険者資格証明書』の交付を受けます。この
場合、医療費は全額自己負担することとなり、
後で国保から、国保が基準とする医療費の
70％の払い戻しを受けるようになります。

国保の給付の一部または全部が差し止めら
れます。それでもなお納めない場合には、差
し止められた保険給付額から滞納分が差し引
かれます。

納期限から 1 年たって
も滞納している

納期限から 1 年 6 か月
たっても滞納している
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みんなでささえ愛…こくほ

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品の特許が切れた後に、先発医薬品と成分や規格等が同一であるとし
て承認される後発医薬品のことです。近年の高齢化の進行や医療の高度化により、年々医療費が増加し

ている現状に対応するための対策の一つとして、町国保では『ジェネリック医薬品』に注目しています。

先発医薬品は、成分の開発、有効性や安全性の確認などのため長い開発期間と膨大な開発費がかかります。
これに対し、ジェネリック医薬品はすでに臨床で使われて有効性や安全性が確認された薬を製造するため、コ
ストが少なくてすみ、先発医薬品と比較して価格が約 2割～ 7割安くなります。

ジェネリック医薬品はなぜ価格が安いのですか？

ジェネリック医薬品の普及は、自己負担額の軽減、医療保険財政の改善に資するものと考えられますが、現
在のところ、普及が進んでいません。
そのため、国では『平成 30年 3月末までに、ジェネリック医薬品の数量シェアを 60％以上にする』という

目標を掲げ、ジェネリック医薬品の使用促進策に取り組んでいます。

国の対策は ?

国保税　納めて安心　わが家の健康

町国保では、『ジェネリック医薬品お願いカー
ド』を作成しています。受診の際『ジェネリック
医薬品』での処方を言葉でお願いしにくいような
時は、このお願いカードを医師または薬剤師に
提示してください。ただし、ジェネリック医薬
品を処方することができない場合などもありま
すので、医師や薬剤師の指示に従ってください。

「ジェネリック医薬品を処方してください」と言いにくいときは？

▲▶ジェネリック医薬品お願いカード

一概にいくら安くなるとは言えませんが、代表的な生活習慣病の薬代を比較すると次のようになります。生
活習慣病や慢性疾患で長期間薬を飲んでいる人ほど、自己負担の軽減につながります。

ジェネリック医薬品を使うと自己負担はどのくらい安くなるの？

ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品
をご存じですか？

▼例：それぞれ代表的な薬 1 種類を 1 年間服用したと仮定（平成 24 年 3 月改正の薬価基準により計算）
※薬代のみ。技術料などは含まない。3割負担の場合

※医薬品の価格が下がっても自己負担額が先発医薬品使用時と変わらないか、上がる場合もあります（自己負
担額には医薬品の価格のほかに技術料などが含まれるため）

糖尿病

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
9,625 円軽減

18,067 円

8,442 円

高血圧

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
3,635 円軽減

7,128 円

3,493 円

高脂血症

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
8,377 円軽減11,136 円

2,759 円

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ



おともだちがいっぱい！

■
対
象

保
護
者
お
よ
び
65
歳
未
満
の
同
居

の
家
族
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な

常
態
に
あ
り
、
児
童
を
保
育
す
る
人

が
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

❶
日
中
、
居
宅
外
で
労
働
し
て

い
る
❷
日
中
、
居
宅
内
で
児
童

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い
る
❸
日
中
、
同

居
の
親
族
を
長
期
に
わ
た
っ
て

常
時
介
護
し
て
い
る
❹
日
中
、

震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災

害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
❺
日

中
、
就
学
・
技
術
取
得
を
し
て
い

る
❻
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い
❼
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
害
が
あ
る

※
▼
小
学
校
の
入
学
準
備
▼
集
団
保

育
の
経
験
や
幼
児
教
育
の
場
と
し

て
の
利
用
▼
ほ
か
の
児
童
の
保
育

に
手
が
か
か
る
ー
な
ど
の
理
由

だ
け
で
は
、
入
所
で
き
ま
せ
ん

■
申
し
込
み
受
付

●
日
時
：
11
月
29
日（
金
）・
30
日（
土
）

両
日
と
も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
書
類
不
足
の
場
合
は
受
理
で
き
ま

せ
ん

●
場
所
：
役
場
3
階
3
0
1
会
議
室

■
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
家
庭
状
況
調
書

●
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
の
わ

か
る
書
類　

※
同
居
し
て
い
る
両

親
・
祖
父
母
（
65
歳
未
満
）
等
の
書

類
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
▼
常
勤
・
パ

ー
ト
＝
勤
務
証
明
書
▼
内
職
＝
内

職
証
明
書
▼
農
業
＝
農
業
状
況
申

立
書
（
地
域
の
民
生
委
員
の
証
明

が
必
要
）▼
自
営
業
＝
自
営
状
況

申
立
書
（
地
域
の
民
生
委
員
の
証

明
が
必
要
）▼
出
産
＝
申
立
書
・
母

子
手
帳
の
写
し
（
分
娩
予
定
日
が

わ
か
る
ペ
ー
ジ
）▼
病
気
・
障
害
＝

申
立
書
・
診
断
書
ま
た
は
障
害
者

手
帳
の
写
し
▼
病
人
等
の
介
護
＝

申
立
書
・
診
断
書
ま
た
は
障
害
者

手
帳
等
の
写
し
▼
就
学
＝
在
学
証

明
書
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

※
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類
は
、
役

場
1
階
児
童
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
入
手
し
て
く
だ
さ

い
（
11
月
か
ら
配
布
）。
児
童
福

祉
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
参

照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

■
後
日
提
出
す
る
必
要
書
類

●
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
控
え
の
写

し
※
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の

平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
分
）
市

町
村
民
税
課
税
証
明
書
も
必
要

で
す

■
選
考
方
法

後
日
、
書
類
審
査
・
面
接
等
を
実

施
し
ま
す
。

■
保
育
料

保
育
料
は
、
保
護
者
（
両
親
）
等

の
前
年
の
所
得
税
額
の
合
計
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
保
育
料
徴
収
基
準
に

よ
る
月
額
の
保
育
料
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
必
要
経
費
に
つ
い
て

は
、
各
町
保
育
所
・
私
立
保
育
園

に
お
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
バ
ス
送
迎
の
対
象

●
中
郷
保
育
所
：
実
穀
・
吉
原
小
学
校

区
の
3
歳
以
上
の
児
童

●
南
平
台
保
育
所
：
君
原
・
舟
島
小
学

校
区
の
3
歳
以
上
の
児
童

■
町
外
の
保
育
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合

阿
見
町
以
外
の
市
町
村
保
育
所

（
園
）
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

11
月
15
日（
金
）ま
で
に
児
童
福
祉
課

へ
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
随

時
受
付
）

保
護
者
の
傷
病
・
災
害
・
事
故
・
冠

婚
葬
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
私
的

理
由
ー
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
状

況
が
生
じ
た
場
合
、
保
育
所
で
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
。

●
対
象
：
1
歳
以
上
の
児
童

※
町
保
育
所
・
私
立
保
育
園
の
定
員

の
空
き
状
況
に
よ
り
、
受
け
入
れ

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申込・問い合わせ　児童福祉課・児童館☎888 − 1111（167） 10

町保育所・私立保育園の見学を
希望する人は、電話で各保育
所・保育園に申し込みください

●問合せ　児童福祉課☎888
ー1111▼ホームページ：http://
www.town.ami . ibaraki . jp/
kakuka/hokenfukushi-bu/jido	
fukushika/jidofukushika.htm

平成 25 年 4 月 1 日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成 26 年 4 月 1 日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成 26 年度

■平成 26 年度入所可能児童数（9 月末現在見込み）
保育所 0 歳 1 ～ 2 歳 3 ～ 5 歳 所在地 電話番号

中　郷 6 24 6 阿見 4002ー5 887－3331
南平台 6 14 2 南平台 1ー31ー6 840ー2081
二　区 8 15 1 うずら野 1ー29ー11 841ー2301
学校区 ー 若干名 若干名 中央 1ー3ー2 887ー2919

あゆみ（私立） 9 18 3 阿見 4958ー5 888ー3681
阿見ひかり（私立） 12 6 18 曙 247ー1 879ー5155
さくら（私立） 15 5 3 荒川本郷2033-336 896ー3678

※年齢ごとに入所基準審査で入所を決定



くらぶかいいん　ぼしゅう

申込・問い合わせ　児童福祉課・児童館☎888 − 1111（167）11

町では、保護者が日中家庭にいない小
学校児童（留守家庭児童）を対象に放
課後児童クラブを開設しています。

平成 26 年度

『養護学校生等放課後児童クラブ』および『母親クラブ』の入会案内は『広報あみお知らせ版』平成 26 年 1 月号（平
成 26 年 1 月 10 日発送）でお知らせします

■共通事項
▼期間	 平成 26年 4月 1日〜平成 27年 3月 31日
▼時間	 月～金曜日：下校時～午後 6時 30分　※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第 2土曜日、創立記
念日、振替休日等）：午前 8時～午後 6時 30分

▼対象	 保護者が日中家庭にいない小学校児童（留守家庭児童）で、上記の学年に相当する人
▼費用	 保護者負担月額 4,000 円
▼休会日	 土・日曜日（第 2土曜日を除く）、祝日、12月 29日～ 1月 3日、天候等で臨時休校となった日

■申し込み
▼受付日時	 ❶新規：11 月 29 日（金）・30日（土）午前 9時〜午後 5時（兄弟で継続の児童がいる場合も新規の日時・場所
で申し込む）❷継続：12 月 2日（月）〜 6日（金）午後 2時〜 6時

▼受付場所	 ❶新規：役場 3階 302 会議室❷継続：各児童館・放課後児童クラブ
▼申込方法	 入会申込書・勤務証明書等に必要事項を記入して申し込む。用紙は役場 1階児童福祉課・各児童館・各児童
クラブにあります（11月から配布）　※祖父母が同居の場合は祖父母の勤務証明等も必要（平成 26年 4月 1日現在
65歳以上の人は不要）

▼その他	 ▼長期休み（夏・冬・春休み）のみ利用する場合も受付期間中にお申し込みください▼定員を超えた場合、書
類審査（低学年順・家庭状況等）を実施します▼入会の可否を 2月上旬ごろ郵送等で通知します▼保護者負担金の日
割り計算は行いません▼申し込み時に放課後児童クラブ保護者負担金に未納がある人は受付できません

▼場所	 学校区児童館
▼対象	 小学校 1年生〜 3年生
※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

阿見小学校区放課後児童クラブ／定員70人

▼場所	 阿見第二小学校
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

阿見第二小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▼場所	 実穀小学校
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

実穀小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▼場所	 吉原小学校
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

吉原小学校区放課後児童クラブ／定員25人
▼場所	 君原小学校
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

君原小学校区放課後児童クラブ／定員30人

▼場所	 阿見第一小学校敷地内専用施設
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

阿見第一小学校区放課後児童クラブ／定員120人

▼場所	 二区児童館
▼対象	 小学校 1年生〜 3年生
※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

本郷小学校区放課後児童クラブ／定員50人

▼場所	 舟島小学校敷地内専用施設
▼対象	 小学校 1年生〜 6年生

舟島小学校区放課後児童クラブ／定員120人



平成 26 年度

放課後子ども教室
参加者募集

児童館☎888ー1111（167）

■町母子寡婦福祉会に入会してみませんか？
町母子寡婦福祉会では、研修会や楽しい親子の集いなどを行ったり、母子家庭および寡婦に必要なさまざま

なことを共有したりして、会員の教養や親睦を図っています。同じ境遇にある人たちが一同に会し、話し合い、
励まし合い、親睦を高めるためにも皆さんの入会をお待ちしています。年会費は一人 1,000 円です。

ほうかごこどもきょうしつ

町では、放課後に子どもたちの安全で健やかな活動をする場を設け、地域の皆さんの参画を得てさまざまな
体験活動や交流活動を実施し、子どもたちの成長を支援・推進するために『放課後子ども教室』を開設していま
す。開設場所は下記のとおり町内の各小学校 8校で、それぞれの学校内専用教室および体育館やグラウンド
で活動します。

■『児童手当現況届』および『児童扶養手当現況届』の提出はお済みですか？
児童手当を受給している人は、現況届の提出が必要です。6月に町から送付した『児童手当現況届』をまだ

提出されていない人は、至急提出をお願いします。この届を提出しないと、受給資格があっても 6月以降の
手当を受けられなくなりますのでご注意ください。
また、児童扶養手当を受給している人は、毎年 8月に、前年の所得と養育関係を確認する現況届を提出す

ることになっています。8月に町から送付した『児童扶養手当現況届』をまだ提出されていない人は、至急提
出をお願いします。この届を提出しないと、受給資格があっても 8月以降の手当を受けられなくなりますの
でご注意ください。
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■申し込み
平成 26年度は 6月から開設されます。ご利用を希望される人は、下記のとおりお申し込みください。

▼日時　11 月 29日（金）・30日（土）　午前 9時〜午後 5時
▼場所　役場 3階 302 会議室
▼対象　各小学校の新 1年生～新 6年生
▼費用　保護者負担金年額 730円（保険料として。受付当日に徴収します）
▼申込方法　『入会申込書』および『子ども教室確認事項』に必要事項を記入して申し込む
▼その他　土・日曜日、祝日、各学校振替休業日、長期休み（夏・冬・春休み）、天候等で臨時休校となった日は、
休会日となります

▼問合せ　児童館☎888ー1111（167）

■内容
▼開設日時　週 1回・下校時～午後 4時 45分まで
▼開設場所　 ▼阿見小学校区放課後子ども教室 ▼実穀小学校区放課後子ども教室

▼吉原小学校区放課後子ども教室 ▼君原小学校区放課後子ども教室

▼舟島小学校区放課後子ども教室 ▼阿見第一小学校区放課後子ども教室

▼阿見第二小学校区放課後子ども教室

▼本郷小学校区放課後子ども教室（定員 50人。活動場所に制限があるため）
▼対象　小学校 1年生～ 6年生のすべての児童



じどうぎゃくたいぼうし

児童福祉課☎888ー1111（167・177）

ここ数年、児童虐待のニュースは連日のように報道され、深刻な事件も後を絶ちません。全国的にも相談対
応件数は増加を続けており、依然として社会全体で取り組むべき重要な課題となっています。

■児童虐待とは…
保護者が子どもの心や体を傷つけ、成長や発達を妨げる行為のことであり、大まかに 4つの種類に分けら

れます。どの種類においても、子どもの心身に深刻な影響を与え、最悪の場合は死に至ることもあります。
身体的虐待 殴る・蹴る・投げ落とす・激しく揺さぶる・やけどを負わせる・溺れさせるなど

性的虐待 子どもへの性的行為・性的行為を見せる・ポルノグラフィの被写体にするなど

ネグレクト
家に閉じ込める・食事を与えない・ひどく不潔にする・自動車の中に放置する・重い病気に
なっても病院に連れて行かないなど

心理的虐待
言葉による脅し・無視・きょうだい間での差別的扱い・子どもの目の前で家族に対して暴力
をふるうなど

■「虐待かも？」と思ったら…
虐待が疑われるサインの一例です。おかしいな？と思ったら、通告や相談をお願いします。

子どもの様子 保護者・家庭の様子
▼服装が季節にそぐわない
▼いつも衣服や体が汚れている
▼不自然な傷・あざ・やけどが多い
▼表情が乏しい、大人におびえている
▼落ち着きがなく、乱暴な行動が多い
▼夜遅くまで一人で出歩いている

▼いつも親の怒鳴り声や子どもの泣き声がする
▼子どもがケガをしたり、病気になっても病院へ
連れて行かない

▼子どもを置いたまま外出している
▼家の内外にゴミが散らかり、異臭がしている
▼地域との交流がなく、孤立している

「しつけかもしれない」「間違いだったら失礼」「仕返しされるかも」など、抵抗や不安がある人も多いと思
いますが、個人が特定されないよう秘密は守られます（匿名でも大丈夫です）。通告や相談は、子どもを守る
ためだけではなく、虐待をしている保護者への支援にもつながります。

■子育てに悩んだら…
育児に不安がある、協力してもらえる家族がいない、相談できる

人がいない、イライラして子どもに手をあげてしまいそう…など、
児童虐待につながりかねないリスクは、どの家庭にも存在します。
一人で行き詰まってしまって苦しいときには、匿名でも構いま

せんので、下記の相談窓口・ダイヤルまでご相談ください。専門
の相談員がお話を伺います。

■通告・相談窓口

いばらき虐待ホットライン
☎0293ー22ー0293
（24時間対応）

児童相談所全国共通ダイヤル ☎0570ー064ー000

役場児童福祉課
☎888ー1111
（土・日・祝日・年末年始を除く
午前 9時～午後 5時）

※生命の危険があると思われる場合は警察へ 110番をお願いします

　

オレンジリボン
マークには子ども
の虐待を防止する
というメッセージ
が込められていま
す。このリボンを
胸に着けること
で、子育てをあたたかく見守り、子育
てのお手伝いをする意志があることを
示します。
虐待防止月間である 11 月中、役場

児童福祉課窓口において、手作りのオ
レンジリボンを無料で配布しています。
ぜひご活用ください。

児童虐待防止シンボルマーク

13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

11月は児童虐待防止月間です！
～気づくのは　あなたと地域の　心の目～



民生委員児童委員
協議会だより

●
12
月
1
日
で
3
年
に
1
度
の
一

斉
改
選
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

の
活
動
状
況
報
告
を
し
ま
す

生
活
福
祉
部
会

箕
輪　

壽
美
子

「
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
。」
と
問

い
か
け
て
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
生

活
福
祉
部
会
に
所
属
し
、
生
活
困
難

者
に
対
し
て
の
支
援
、
生
活
保
護
の

現
状
・
動
向
な
ど
最
近
の
状
況
は
昔

と
違
っ
て
き
て
お
り
、
若
い
人
の
離

職
、
不
況
に
よ
り
会
社
倒
産
、
高
齢

者
の
場
合
、
年
金
の
未
加
入
や
納
入

年
月
不
足
に
よ
り
年
金
が
受
給
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
、
生
活
困
難
者
の

状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生

活
保
護
制
度
に
お
け
る
福
祉
事
務

所
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
携

の
あ
り
方
、
関
係
機
関
と
の
協
力
、

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
困

難
者
に
対
し
て
の
支
援
事
業
な
ど
、

研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
町
内
に

お
い
て
も
生
活
困
難
者
は
増
加
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
反
面
、
不

正
受
給
の
問
題
が
新
聞
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
に
あ
た
り
、
私
た
ち
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
、
ど
の
よ
う
な

民生委員の
マーク

ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、「
福
祉

工
場
の
視
察
研
修
、
町
障
害
者
福

祉
協
議
会
と
の
交
流
活
動
、
外
部

よ
り
講
師
を
迎
え
て
の
研
修
会
」

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
動
の
糧
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
委
員
が
今
回
の
12
月
1

日
の
一
斉
改
選
で
交
代
し
ま
す
。

残
ら
れ
る
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
い

て
は
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、

な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
と

し
て
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
部
会

米
倉　

真
知
子

当
部
会
で
は
、
町
社
会
福
祉
課

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
講
師
に
、
町
の
高
齢
者
の
現
況

や
支
援
業
務
の
内
容
の
学
習
、
町
内

外
の
高
齢
者
施
設
の
視
察
な
ど
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
的
に
講
話

を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
実
例
を
挙
げ

て
具
体
的
に
話
し
合
い
を
行
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
、
今
年
度
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
実
例
を
検

討
す
る
こ
と
は
日
々
の
活
動
に
も

改
選
の
年
に
あ
た
り
、
私
も
五
期

15
年
間
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
11
月
30
日

を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
あ
た
る
一
期
3

年
間
は
障
害
者
福
祉
部
会
に
籍
を

お
い
て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

視
察
研
修
の
一
つ
に
「
高
齢
者

福
祉
施
設
」
を
訪
問
し
た
折
に
、

職
員
の
ご
あ
い
さ
つ
に
、
入
所
さ

れ
て
い
る
人
の
日
々
の
過
ご
し
方
、

そ
れ
に
伴
う
ご
苦
労
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
入
所
さ
れ
た
人
が
日
々
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
お
茶
飲

み
会
、
趣
味
的
な
集
い
な
ど
を
、

い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
て
お
誘
い
し

て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
部
屋

か
ら
出
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

出
て
こ
ら
れ
て
も
、
大
半
は
、
女

性
は
す
ぐ
に
顔
見
知
り
と
な
り
お

友
達
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
男

性
は
、
部
屋
に
こ
も
り
っ
き
り
と

な
る
人
が
多
く
、
そ
し
て
、
趣
味

を
楽
し
む
人
が
少
な
く
、
そ
の
た

め
に
、
会
話
の
き
っ
か
け
を
つ
く

る
の
が
難
し
い
と
の
こ
と
、
今
ま

で
過
ご
し
て
き
た
町
内
活
動
、
ご

近
所
と
の
お
付
き
合
い
の
悪
い
面

の
生
活
を
、
集
団
生
活
に
入
ら
れ

て
も
続
い
て
い
る
。」
と
職
員
の
人

が
悩
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

良
い
環
境
の
整
っ
た
施
設
で
も

「
自
助
努
力
」
が
必
要
で
あ
る
と
あ

手
助
け
が
で
き
る
か
な
ど
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外
研
修

と
し
て
、
牛
久
市
民
児
協
と
の
交

流
、
救
護
施
設
の
訪
問
な
ど
多
く

の
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
幸

い
私
の
地
域
で
は
、
皆
さ
ま
が
お

元
気
で
安
否
確
認
だ
け
の
対
応
で

す
。
近
隣
の
人
に
ご
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
、
訪
問
し
、
世
間
話
を

し
て
帰
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
6
年
前
と
は
違
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
車
で
活
動

し
て
い
た
人
が
自
転
車
に
な
り
、
自

転
車
で
活
動
を
し
て
い
た
人
が
「
あ

み
ま
る
く
ん
」
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

と
少
し
ず
つ
変
化
を
見
せ
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
た
ち
は
個
々
の
生
活

を
楽
し
み
な
が
ら
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
小
学
生
も
近

頃
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
近
所
の

人
の
見
守
り
に
よ
り
、
元
気
に
登
下

校
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
人
の
ご
協

力
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
む
こ
と
な
く
、
気
軽
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
福
祉
部
会

清
水　

良
祐

今
年
は
、
3
年
に
1
度
の
一
斉
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会
・
関
係
機
関
と
協
力
し
、
支
援
活

動
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
主
な
取

り
組
み
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
や
児

童
生
徒
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
い
、
支
援
の
方
法
や
対
応

策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
行
事

な
ど
に
参
加
し
、
児
童
生
徒
の
実

態
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

長
期
休
暇
（
夏
休
み
、
冬
休
み

な
ど
）
の
前
に
は
学
校
担
当
の
委

員
が
学
校
を
訪
問
し
、
指
導
対
策

を
聞
い
て
、
休
み
中
の
児
童
生
徒

の
地
域
で
の
生
活
の
様
子
を
見
守

り
、学
校
と
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

児
童
婦
人
福
祉
部
会
と
合
同
で

特
別
支
援
学
校
や
保
育
所
な
ど
子

育
て
に
関
わ
る
施
設
な
ど
に
訪
問

し
、
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
問
題
は

い
じ
め
・
自
殺
・
虐
待
・
不
登
校
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
委
員
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

12
月
に
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
一
斉
改
選
に
な
り
ま
す
。
民

児
協
で
は
組
織
の
一
部
を
改
正

し
、
児
童
生
徒
対
策
委
員
会
を
廃

止
し
、
児
童
福
祉
部
会
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
、
ご
協
力
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
研
修
会
の
様
子

●
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
協
力

活
動
お
よ
び
相
談
・
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
は
守

秘
義
務
で
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんせいいいん・じどういいん

保
育
事
業
と
し
て
休
日
保
育
、
病

後
児
保
育
、
一
時
保
育
、
障
害
児

保
育
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

施
設
も
す
ば
ら
し
く
、
床
暖
房
が

施
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
に
応
じ
た

ト
イ
レ
練
習
用
の
場
所
も
あ
り
、

ま
た
子
ど
も
目
線
で
生
活
で
き
る

環
境
で
す
。
教
室
の
中
で
は
、
先

生
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を

注
ぎ
な
が
ら
保
育
し
て
お
り
ま
し

た
。
特
に
、
健
康
状
態
に
は
気
を

使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
元
気
に
育
つ
こ
と
を

祈
り
な
が
ら
見
学
を
終
え
ま
し
た
。

保
育
所
に
入
れ
な
い
待
機
児
童
が

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
早
く
解

消
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
対
策
委
員
会髙

橋　

一
郎

平
成
22
年
12
月
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
以
来
、
3
年
間
私
た
ち
25
人

が
児
童
生
徒
対
策
委
員
会
の
委
員

と
し
て
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を

目
指
し
て
、
諸
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
委
員
相
互
の
連
携

を
密
に
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

児
童
婦
人
福
祉
部
会

結
束　

充
夫

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
て
5
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
最

初
は
ど
う
活
動
し
て
い
い
か
分
か

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
ま
し
た

が
、
町
社
会
福
祉
課
、
諸
先
輩
の
ご

指
導
の
も
と
、
民
生
委
員
と
し
て
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私

の
任
期
は
11
月
30
日
ま
で
と
あ
と

少
し
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

全
力
で
町
の
福
祉
増
進
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
児
童
婦
人
福
祉

部
会
で
は
、
6
月
10
日
に
荒
川
本

郷
に
あ
る
「
さ
く
ら
保
育
園
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
今
年
の
4
月
に
新

設
保
育
園
と
し
て
開
園
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
入
園
児
童
は
0
歳
か

ら
5
歳
ま
で
で
、
6
月
現
在

1
3
3
人
（
0
歳
児
21
人
、
1
歳

児
32
人
、
2
歳
児
30
人
、
3
歳
児

34
人
、4
歳
児
11
人
、5
歳
児
5
人
）

の
児
童
が
在
園
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
保
育
時
間
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
午
前
7
時
～
午
後

6
時
ま
で
が
通
常
保
育
で
、
午
後

8
時
ま
で
延
長
保
育
も
や
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
特
別

役
立
ち
有
意
義
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
の
視
察
研
修
も
、
今
ま

で
の
よ
う
に
外
観
も
設
備
も
立
派

な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
所
得
の
低

い
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
で
も
入
所
で
き
る
よ
う
な
施
設

も
視
察
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
部
会
ご
と
に
研
さ

ん
を
積
み
、
地
域
で
何
か
問
題
が
起

き
て
相
談
を
受
け
た
時
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
解
決
の
難
し
い
問
題

が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

私
の
担
当
地
区
で
も
常
に
住
民

の
高
齢
化
が
話
題
に
な
り
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
人
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
町
の
「
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
」
が
で
き
ま
し
た

が
、
登
録
が
希
望
制
な
の
で
、
支

援
の
必
要
な
人
を
す
べ
て
網
羅
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
町
と
協
力
し
て

こ
の
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
の
問
題
な
ど
難
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
情
報

を
住
民
同
士
共
有
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
声
か
け
や
見
守
り

を
続
け
て
、
地
区
の
区
長
さ
ん
や
各

関
係
機
関
と
も
常
に
連
携
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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❶

申
請

❷

要介護認定

主
治
医
の
意
見
書

認
定
調
査

審
査
会
の
判
定

❸

認
定
結
果
通
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❹
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介
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❻

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

❶
申
請

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
人
や
家
族
以
外

で
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に

申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
ど
な
た
で
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

40
〜
64
歳
の
人
は
、
16
種
類
の
特

定
疾
病
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認

定
申
請
書
：
社
会
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
：
65
歳

以
上
の
人

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証
：
40
〜

64
歳
の
人

※
申
請
書
に
は
本
人
の
氏
名
や
生

年
月
日
な
ど
の
ほ
か
に
、
意
見

書
を
依
頼
す
る
主
治
医
（
か
か

り
つ
け
医
）
の
氏
名
、
医
療
機

関
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い

❷
要
介
護
認
定

●
主
治
医
の
意
見
書
：
町
が
申
請

書
に
記
入
し
て
あ
る
主
治
医

（
か
か
り
つ
け
医
）
に
依
頼
し
、

心
身
の
状
態
や
生
活
機
能
に
つ

い
て
、
意
見
書
を
書
い
て
も
ら

い
ま
す

●
認
定
調
査
：
町
の
担
当
者
が
自

宅
を
訪
問
し
、
心
身
や
生
活
状

況
に
つ
い
て
、
74
項
目
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
は
本
人

の
ほ
か
家
族
に
も
立
ち
会
い
を

介
護

保
険

社会福祉課介護支援係☎888ー1111（164・165）

介護保険のサービス
を利用するには？

ご利用ください！　介護保険

日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
と
き
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
、利
用
ま
で
の
手
順
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

お
願
い
し
て
い
ま
す

※
調
査
の
主
な
内
容
は
、
▼
ベ
ッ

ド
や
布
団
か
ら
の
起
き
上
が
り

が
で
き
ま
す
か
？　

▼
薬
の
内

服
が
1
人
で
で
き
ま
す
か
？

ー
な
ど

●
審
査
会
の
判
定
：
訪
問
調
査
の

結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を

も
と
に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

の
専
門
家
に
よ
る
『
介
護
認
定

審
査
会
』
に
お
い
て
、
介
護
の

手
間
の
か
か
り
具
合
や
、
状

態
の
維
持
・
改
善
の
可
能
性
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
7
段

階
の
要
介
護
状
態
区
分
（
要
支

援
1
・
2
、
要
介
護
1
〜
5
）、

ま
た
は
非
該
当
の
い
ず
れ
か

に
判
定
し
ま
す

❸
認
定
結
果
通
知

認
定
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
通
知

が
届
き
ま
す
。

❹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
へ
の
依
頼

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
在

宅
で
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

要
支
援
1
・
2
の
人
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
連
絡
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ほ

か
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一

覧
は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す

❺
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
作
成

『
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
』
と
い
う
計
画
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
本
人
や

家
族
と
の
面
接
・
課
題
分
析
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
ー
な
ど
を
行

い
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。
作
成
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
作
成
に
つ
い
て

の
利
用
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❻
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
は
、
❺
で
作
成
し
た

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
は
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
ま
で
の
手
順
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17　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
で
町

の
65
歳
以
上
人
口
は
1
0
8
3
8

人
（
総
人
口
4
7
5
7
5
人
）、

高
齢
化
率
は
22
・
8
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
割
合
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
の
健
康
増
進
お
よ
び
介
護
予

防
、
社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
福

祉
の
向
上
、
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
66
あ
る
行
政
区

の
う
ち
、
34
ク
ラ
ブ
が
町
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

単
位
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
活
動

の
特
定
事
業
（
社
会
奉
仕
・
健
康

増
進
・
教
養
活
動
）
に
対
し
て
は
、

町
か
ら
会
員
数
に
応
じ
て
補
助

金
（
年
額
3
万
円
～
6
万
円
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
方
法

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大

会
の
参
加
方
法
等
で
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
地
域

ま
で
お
伺
い
し
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

8
月
25
日
、
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、『
第
56
回
ま

ほ
ろ
ば
演
芸
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

出
演
者
は
カ
ラ
オ
ケ
25
人
、
舞

踊
8
組
、
三
味
線
・
郷
土
芸
能
等

11
組
、計
44
組
延
べ
1
2
5
人
で
、

大
観
衆
の
前
で
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
思
う
存
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。
約
3
0
0
人
の
観
客
か
ら
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
芸
が
終
わ
る
た

び
に
あ
た
た
か
い
拍
手
喝
さ
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
目
も
色
々
あ
り
、
毎
回
出
場

者
の
技
術
が
向
上
し
て
、
開
演
か

ら
終
了
ま
で
常
時
満
席
と
な
り
、

と
て
も
人
気
の
高
い
行
事
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
昨
年

じ
て
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、地
域
間
の
交
流
を
深
め
、

明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
代
表
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。左
記
に
お
い
て
、

選
手
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
と
出
場

種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

●
町
代
表
選
手
（
敬
称
略
）

4
種
目
に
3
ク
ラ
ブ
19
人
出
場

▼
ク
ロ
ッ
ケ
ー
：
西
郷
区
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
宗
田
典

雄
・
宮
本
光
雄
・
石
塚
両
子
・
宗

田
成
子
・
松
浦
都
子
）▼
ペ
タ
ン

ク
：
筑
見
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
（
木
村
照
子
・
増
田
裕
彦
・

篠
田
信
正
・
平
間
光
男
）▼
輪
投

げ
：
一
区
親
和
会
チ
ー
ム
（
藤

平
勇
雄
・
小
笠
原
博
・
中
山
修
平

・
坂
田
さ
と
子
）▼
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
：
廣
川
安
弘
・
宮
内
勇
・

飯
島
和
夫
・
細
田
サ
ツ
子
・
大
室

正
子
・
篠
田
敏
子

●
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
内
）

☎
8
8
7
―

3
9
6
9

●
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎

8
8
8
―

1
1
1
1
（
1
6
1
）

に
引
き
続
い
て
リ
ハ
ビ
リ
体
操
も

行
わ
れ
、
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

次
回
の
『
第
57
回
ま
ほ
ろ
ば
演

芸
大
会
』
は
、
平
成
26
年
2
月
16

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

10
月
17
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
に

あ
る
笠
松
運
動
公
園
に
お
い
て
、

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
町
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
は
、
高
齢
者
の
競
技
者

（
60
歳
以
上
）
か
ら
参
加
を
募
り
、

高
齢
者
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
を
設
立

し
ま
せ
ん
か
？

『
第
56
回
ま
ほ
ろ
ば
演
芸
大

会
』
開
催

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ

ー
ツ
大
会
』
開
催

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

シルバークラブ



町民活動推進課　☎888ー1111（272）　／　町民活動センター　☎888ー2051

町民活動センターでは、町内で社会貢献・地域貢献の活動をしている団体情報を募集していますので、お気
軽にご相談ください。

いばらき森林クラブは、茨城県全域を活動領域として、手入れの行
き届かない森林の整備活動や資源の活用を行っています。阿見町では、
小池城址公園周辺において放置されていた雑木の平地林 4ヘクタール
の整備を、平成 11年度から開始しました。
主な活動は雑木林の下刈りや間伐ですが、間伐材を使った薪づくり、丸

太を用いた原木キノコ栽培、落ち葉かきで堆肥づくりなども行っています。
また、北側の谷津斜面の湧き水を利用して沢と池を作りました（写真上）。
さらに、町内の竹林整備の竹を活用したドラム缶での炭焼き作業を行い、
できた竹炭と副産物の竹

ちく

酢
さく

液
えき

はさわやかフェアに出品しています。
平成 19年度からは、フィールド内の枯

こ

損
そん

木
ぼく

を活用してチップを遊歩
道に敷きつめてきました（写真下）。あわせて道路側にはヤマザクラや
耐性マツを植樹しました。チップの道は公園内を散歩する人には歩き
やすいと大変好評です。休日には、親子で遊ぶ姿をみることができ、
楽しく利用していただけていることに喜びを感じています。
月に一回の活動ですが、ご一緒に汗を流してみませんか ?　たくさん

のご参加をお待ちしています。

「いばらき森林クラブ」

問 合 せ　「いばらき森林クラブ」荻原　☎080－6769－2727
　　　　　▼ホームページ　http://www.geocities.co.jp/ibaraki_forest_club/

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体
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活動日時　毎月第一火曜日　午後 1時～ 3時
活動場所　町民活動センター（マイアミショッピングセンター 3階）
問 合 せ　町民活動センター　☎888－2051

■活動報告コーナー

●「美浦焼の器」展開催
町民活動センターにおいて開催される「美浦焼を始めよう」の

講座に参加しているメンバーの作品展が、9月 25日（水）～ 28日
（土）に町立図書館 2階ギャラリーで開催されました。

講師の北出さんは、子育てをしながら、陶器を作る楽しみを広げ
たいという思いで、平成 24年度から講座を開設しました。今回は
講座を始めて 1年あまりでの成果発表の場となり、山

さん

草
そう

鉢
はち

・花器・
食器などメンバーそれぞれが想

おも

いのある作品を仕上げました。
メンバーの一人は、自宅で使う食器をすべて手製のものにした

いと、これからの製作に意気込んでいます。皆さんもオンリーワ
ンの作陶を始めてみませんか。お気軽に見学へお越しください。 ▲「美浦焼を始めよう」講座の参加メンバー

NPO ほうじん・ボランティアだんたい



■
景
観
形
成
道
路
と
は

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
目
的

に
、
町
景
観
条
例
に
基
づ
い
て
指

定
さ
れ
る
道
路
の
こ
と
で
す
。
次

の
路
線
が
指
定
さ
れ
、
計
画
的
な

景
観
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
（
上

記
路
線
お
よ
び
区
間
図
参
照
）。

❶
都
市
軸
道
路
（
都
市
計
画
道
路

新
町
・
中
郷
線
、
中
郷
・
寺
子
線
、

荒
川
沖
・
寺
子
線
）
お
よ
び
そ

の
沿
道

❷
国
道
1
2
5
号
バ
イ
パ
ス
（
町

内
区
間
）
お
よ
び
そ
の
沿
道

ま
た
、
将
来
の
景
観
形
成
の
方

向
性
等
か
ら
区
間
を
分
け
、
そ
の

区
間
ご
と
に
沿
道
の
景
観
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
指
定
を
受
け
る
と
…

景
観
形
成
道
路
は
、
区
間
ご
と

に
景
観
形
成
に
関
す
る
方
針
（
以

下
、
基
本
方
針
）
と
、
沿
道
景
観

形
成
基
準
（
以
下
、
基
準
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
景
観
形
成
道

路
に
指
定
さ
れ
た
一
定
の
範
囲
内

で
は
、
建
築
物
や
屋
外
広
告
物
の

新
築
な
ど
の
際
に
は
、
そ
れ
ら
の

基
本
方
針
・
基
準
に
沿
っ
た
計
画

づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
主
な
基
準
の
内
容

基
準
で
は
、
沿
道
の
敷
地
・
建

※

●景観形成道路指定路線および区間図

築
物
・
屋
外
広
告
物
な
ど
に
対
し
、

▽
壁
面
の
位
置
・
高
さ
・
意
匠
▽
敷

地
の
緑
化
▽
囲
障
（
垣
根
・
さ
く

等
）
ー
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。

■
届
出
制
度

景
観
形
成
道
路
の
指
定
範
囲
内

で
行
わ
れ
る
建
築
物
・
工
作
物
の

新
築
・
増
築
・
改
築
・
移
転
ー
な
ど

の
行
為
は
、
事
前
に
そ
の
内
容
を

町
に
届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

景
観
形
成
道
路
に
か
か
る
行
為

の
届
出
は
、
左
図
の
よ
う
に
行
い

ま
す
（
上
記
図
面
の
破
線
部
分
を

除
く
）。

■
助
成
制
度

良
好
な
沿
道
の
景
観
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
対

し
、『
沿
道
景
観
整
備
補
助
金
』
お

よ
び
『
沿
道
緑
化
補
助
金
』
を
設

け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
T
ー

4
区
間
（
上
図
参
照
）
に
つ

い
て
は
、
道
路
供
用
開
始
時
期

に
あ
わ
せ
て
本
基
準
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
運
用
開
始
に
関
し
て

は
、
あ
ら
た
め
て
周
知
し
ま
す

都市計画課☎888ー1111（244）

▼景観形成ガイドライン　http://www.town.ami.ibaraki.
jp/kakuka/toshise ib i-bu/toshikeikakuka/
keikankeisei.htm

計
画
づ
く
り

基
準
の
内
容
に
基
づ
き
、

計
画
づ
く
り
を
行
う

事
前
相
談

事
前
に
都
市
計
画
課
に
相

談
し
て
お
く
と
、
以
後
の

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す届　

　

出

行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す

る
日
の
30
日
前
ま
で
に
必

要
な
書
類
を
都
市
計
画
課

に
提
出
す
る

審
査
・
チ
ェ
ッ
ク

都
市
計
画
課
・
町
景
観
審
議

会
な
ど
で
基
準
と
の
整
合

性
を
審
査
。
必
要
な
場
合

は
町
が
助
言
・
指
導
を
行
う

受　
　

理

基
準
の
内
容
に
沿
っ
た
計

画
と
し
て
、
行
為
の
届
出

を
受
理行

為
に
着
手

建
築
基
準
法
に
よ
る
確
認

申
請
な
ど
の
法
的
手
続
き

も
完
了
し
た
後
、
行
為
に

着
手
す
る

みんなでつくる まちのけいかん
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どうぶつあいご

環境政策課☎888ー1111（116）

人と動物との調和のとれた共生社会を目指して

動物愛護に努めましょう

動物の愛護および管理に関する法律が改正されました

動物は私たちの生活を豊かにしてくれる大切な家族の一員です。その一方で、動物取扱業者や飼い
主による動物虐待・不適切な取り扱いの問題、臭いや鳴き声で周辺に迷惑をかけている問題が依然多く
あります。
このような状況を受けて、9月 1日に『動物の愛護および管理に関する法律の一部を改正する法律（改

正動物愛護管理法）』が施行されました。この改正動物愛護管理法を遵守し、人と動物が共生すること
のできる地域社会の実現を目指しましょう。

子猫の譲渡会を実施しました
8 月 31 日（土）、町内で保護された子猫の譲渡会を町動物愛護協議

会の主催で実施しました。当日の来訪者は 30人で、保護された子猫
12匹のうち 6匹が新たな飼い主に引き取られました。残りの 6匹に
ついても新たな飼い主を探していきます。
このようにして、町動物愛護協議会では、飼い主が見つからず処分

される動物を一匹でも減らし、人と動物が共生することのできる地域
環境づくりを推進していきます。

●改正動物愛護管理法のポイント
▼終生飼養の徹底

▽動物の所有者の責務として、動物がその命を終えるまで適切に飼養する
こと（終生飼養）、動物取扱業者の責務に、販売が困難になった動物の
終生飼養を確保することが明記されました

▼動物取扱業者による適正な取り扱いの推進
▽これまでの『動物取扱業』は『第一種動物取扱業』という名称に変更され
ました

▽犬および猫を販売する第一種動物取扱業者は、犬猫等健康安全計画の策
定、個体ごとの帳簿の作成・管理、毎年 1回の所有状況報告が義務付け
られました

▼罰則の強化（主な変更点）
▽愛護動物をみだりに殺しまたは傷つけた者の罰則が、『一年以下の懲役または百万円以下の罰金』
から『二年以下の懲役または二百万円以下の罰金』に改正されました

▽愛護動物を遺棄した者への罰則が、『五十万円以下の罰金』から『百万円以下の罰金』に改正されま
した

犬・猫の不妊去勢手術費用に対する補助金制度があります
町では、飼養する犬および猫の不妊去勢手術費用に対して補助金を交付しています。補助金額は、不

妊手術（メス）の場合 4,000 円、去勢手術（オス）の場合 3,000 円です。補助金交付の回数は、各年度に
おいて、1世帯につき犬 1頭または猫 1匹までです。詳しくは、環境政策課までお問い合わせください。

▲子猫の譲渡会の様子

広報あみ11月号通常版　2013.10.25　20
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毎月子ども関連施設を中心に放射線の定期測定を行っています。9月の測定結果については、次のとおりです。
放射線の定期測定

単位：マイクロシーベルト毎時
第 51 回（測定日 9 月 24 日～ 27 日）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

施設名
屋内（床上） 屋外（地上）

0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m
阿見小学校 0.080 0.074 － 0.080 0.078 － 中郷保育所 0.089 0.083 － 0.088 0.081 －
実穀小学校 0.077 0.079 － 0.111 0.104 － 南平台保育所 0.073 0.075 － 0.100 0.073 －
吉原小学校 0.083 0.080 － 0.116 0.103 － 二区保育所 0.084 0.078 － 0.114 0.094 －
本郷小学校 0.086 0.082 － 0.098 0.084 － 学校区保育所 0.057 0.060 － 0.114 0.088 －
君原小学校 0.072 0.068 － 0.112 0.085 － あゆみ保育園 0.037 0.044 － 0.102 0.083 －
舟島小学校 0.085 0.082 － 0.090 0.099 － 阿見ひかり保育園 0.087 0.084 － 0.116 0.110 －

阿見第一小学校 0.079 0.074 － 0.111 0.087 － さくら保育園 0.093 0.090 － 0.060 0.058 －
阿見第二小学校 0.087 0.075 － 0.081 0.083 － 学校区児童館 0.061 0.063 － 0.104 0.096 －
阿見中学校 0.085 － 0.083 0.081 － 0.081 二区児童館 0.086 0.075 － － － －

朝日中学校 0.085 － 0.087 0.088 － 0.082 総合運動公園
（陸上競技場） － － － － 0.084 0.096

竹来中学校 0.088 － 0.094 0.105 － 0.093 総合運動公園
（野球場） － － － － 0.082 0.075

霞南至健中学校
・霞ヶ浦高校 0.063 － 0.090 0.079 － 0.077 霞ヶ浦平和

記念公園 － － － － 0.148 0.151

霞ヶ浦聾学校 0.083 0.079 0.083 0.079 0.069 0.067 ゆりの木公園 － － － － 0.108 0.107
ふたば幼稚園 0.068 0.058 － 0.103 0.109 － 岡崎ふれあい公園 － － － － 0.130 0.146

阿見みどり幼稚園 0.054 0.057 － 0.116 0.101 － うずらの公園 － － － － 0.076 0.072
荒川沖幼稚園 0.082 0.090 － 0.109 0.090 － 本郷近隣公園 － － － － 0.167 0.146
阿見幼稚園 0.076 0.089 － 0.123 0.119 － 平均値 0.077 0.075 0.087 0.099 0.096 0.099

※自然界からの放射線量を含む値です。また、機器の仕様で±10％程度の誤差が生じることがあります

町の農畜産物について

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、おおむね 25ベクレル毎キログラムになります
※「基準値」…穀類・肉・魚・野菜などの「一般食品」は、100ベクレル毎キログラムです
◎食品放射能測定システムの申込方法
農業振興課の窓口またはお電話（☎888ー1111 内線 183）でご予約ください。測定は無料です。

項　目 検査品目

不検出 クリ（2）、キャベツ、玄米（4）、ゴマ、ジャガイモ、白ウリ、スダチ、生落花生、ニンジン、
ブロッコリー、ホウレンソウ

基準値内のもの 玄米、ヨモギ
基準値を超えたもの ビワの葉

▼放射性セシウムの測定結果（合計 18検体）

町内産農畜産物について、「食品放射能測定システム」により放射性物質の測定を行っています。9月の測
定結果については、次のとおりです。

（　）内は測定検体数

環境政策課放射能対策室☎888ー1111（116）

◎シーベルトとは…放射線が人体にどれだけ影響を与えるかを表す単位です
1ミリシーベルト＝ 1,000 マイクロシーベルト

放射線の状況をお知らせします

ほうしゃのうたいさく



▼日時	 12 月 1日（日）（荒天時中止。午前 7時に態度決
定）▼受付：午前 8時 30 分〜 9 時▼開会式：9 時 10
分から

▼場所	 総合運動公園陸上競技場（スタート・ゴール）
▼種目・競技順序　▼午前 10 時スタート：①一般男子
10km　▼10 時 10 分スタート：②小学生男子低学年
2km　③小学生女子低学年 2km　▼10 時 35 分ス
タート：④小学生男子高学年 3km　⑤小学生女子高
学年 3km　▼11 時スタート：⑥中学生女子 3km　▼
11 時 5 分スタート：⑦中学生男子 5km　▼11 時 10
分スタート：⑧一般男子 5km　⑨一般女子 5km

▼参加資格	 ▼一般の部：町内または町に隣接する市町
村に在住・在勤・在学の人▼小・中学生の部：町内在住・
在学の人　※保護者の承認が必要

▼参加料	 無料

▼表彰	 各種目ごとに表彰▼ 1 位〜 3 位：メダル・賞状
▼ 4 位〜 6 位：賞状（参加人数が少ない場合は記録証）
▼ 7 位〜 10 位：記録証（参加人数が少ない場合は表
彰なし）▼特別賞として最高齢者賞・努力賞（該当なし
の場合あり）に賞状

▼申込期間	 11 月 1 日（金）〜 15 日（金）（それ以降の申
し込みは受け付けない）

▼申込時間	 午前 9時〜午後 5時
▼申込方法	 生涯学習課（中央公民館内）、君原・かすみ
公民館、本郷・舟島ふれあいセンター、うずら出張所
に備え付けの申込用紙で直接申し込む。なお、小中学
生の申し込みについては、学校取りまとめのうえ提出
してください　※必ず押印すること

▼駐車場	 駐車場の規制については申込用紙に記載しま
すのでご確認ください

いばらきいきいきスポーツday！

第36回阿見町マラソン大会

第 36回阿見町マラソン大会コース図および大会に伴う交通規制

問い合わせ　生涯学習課社会体育係（中央公民館内）☎888 ー 2526 22

マラソンたいかい
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予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

◎学芸員のつぶやき
9 月に入ってから台風の上陸があり、すると手のひらを返したように朝夕は涼しくなりました。この 2・3 年は 10
月に入ってからもまさに「残暑」が続いていたわけですが、今年はどうも秋の到来が早いような気がします。気象の
この大きな振幅を「異常」と言ってしまうのは簡単ですが、子どもたちに良い環境を残していきたいという親心から
すると、身を切ってもするべきことがあるのではないかと胸が騒ぎます。しかし、酷暑を経験した後の涼しさはな
んと心地よいことでしょう。夜もぐっすりと眠ることができ、明日を生きる力がみなぎります。運動会で躍動する
子どもたちの姿をしっかり心に焼き付けることができます。
▼予科練平和記念館ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

■ 11 月 1 日（金）から観覧料金が通常料金に戻ります
7 月 27 日（土）～ 10月 27 日（日）まで開催していた特別展の終了に伴い、観覧料金が特別料金から通常料金

に戻ります。
▼観覧料：▽大人 500 円（団体 400円）　▽小人 300 円（団体 240円）

よかれんへいわきねんかんだより

■『音楽鑑賞会』開催
秋の夜長に、閉館後の予科練平和記念館でゆったり音楽鑑賞はいか

がですか？　詳細はお問い合わせください。
▼期日：11 月 17日（日）
▼時間：午後 5時から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼参加料：無料

■よみきかせ『おはなしおさんぽの会』開催
お子さんに聞かせたいえりすぐりの絵本の読み聞かせを行います。

絵本を読んだ後は、昔の遊びで、みんなで楽しい時間を過ごしましょう。
▼期日：11 月 23日（土）
▼時間：❶午前 10時 30分～ 11時 30分　❷午後 2時～ 3時
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼対象：小学生まで　※未就学児は保護者同伴でお願いします
▼参加料：無料
▼その他：事前予約不要。特に準備していただくものはありません

■平成 25 年度『平和祈念交流展』開催
▼期日：11 月 6日（水）～ 12月 15日（日）
▼時間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
▼場所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼内容：東京都新宿区にある平和祈念展示資料館が、所蔵する貴重な資料を展示・紹介する館外企画展のひと
つとして、先の大戦に関連した資料を扱う他館と連携し、「兵士」「戦後強制抑留」「海外からの引揚げ」の
労苦を伝える平和祈念交流展を実施します

▼観覧料：無料　※交流展展示会場以外の常設展示をご覧になる場合には、観覧料金が必要となります
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9 月 27日

10月 10日

■

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
で
全
国
優
勝

東
京
都
で
9
月
に
行
わ
れ
た
第

31
回
全
日
本
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
町
在
住

の
中
山
裕
一
さ
ん
が
ラ
イ
ト
ハ
ン

ド
1
0
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で
優
勝
し
ま
し

た
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中
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さ
ん
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同
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で
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し
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ま
す
。

9
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、
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へ
の
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た
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来
庁
し
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優
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よ
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大
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ま
し
た
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■『
学
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の
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開
催
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月
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、
地
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す
る
取
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組
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で
あ
る
『
学
校
給

食
お
米
の
日
』
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阿
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大

学
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療
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学
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や
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養
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童
た
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町
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す
。

■

町
内
で
９
人
が
百
歳
到
達

褒
状
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念
品
贈
呈

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
人
の
長
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を
祝
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多
年
に
わ
た
り
社
会
の
発

展
に
寄
与
し
て
こ
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れ
た
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と
に
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、
敬
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の
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記
念
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と
し
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会
福
祉
協
議
会
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そ
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ぞ

れ
褒
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ま
し
た
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日
・
20
日
の
3
日
間
で
行
わ
れ
、
天
田
町
長
か
ら

褒
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
、
倉
持
末

次
郎
さ
ん
（
写
真
左
上
）、
永
塚

け
さ
よ
さ
ん
、岡
マ
ス
子
さ
ん（
写

真
右
下
）、
湯
原
き
よ
い
さ
ん
（
写

真
左
下
）、
吉
田
範
さ
ん
、
高
橋

よ
し
江
さ
ん
、
髙
野
ナ
カ
さ
ん
、

石
倉
セ
イ
さ
ん
、
石
塚
り
ん
さ
ん

の
9
人
で
す
。
町
内
で
百
歳
以
上

の
人
は
20
人
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

9 月１8日

9月 17日

9月 20日

まちのできごと

〈広告欄〉
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■
町
消
防
本
部
・
消
防
団
か
ら

●
11
月
9
日（
土
）～
15
日（
金
）は

秋
季
火
災
予
防
週
間
で
す

▼
標
語	

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

O
N
の
ま
ま

▼
3
つ
の
習
慣	

❶
寝
た
ば
こ
は
絶

対
に
や
め
る
❷
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
❸
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
す

▼
4
つ
の
対
策	

❶
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
❷
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
災
用
品
を
使
用
す
る
❸
火

災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

❹
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

●
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

消
防
団
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
に
伴
い
、
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時	

11
月
9
日（
土
）午
前
7
時

30
分

▼
サ
イ
レ
ン	

演
習
信
号
（
15
秒
鳴

ら
す
・
6
秒
休
む
・
15
秒
鳴
ら
す
）

●
『
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
』
開
催

▼
期
間	

11
月
7
日（
木
）～
13
日

（
水
）　

※
11
日（
月
）を
除
く

▼
時
間	

午
前
9
時
～
午
後
7
時

▼
場
所	

中
央
公
民
館
1
階
ホ
ー
ル

▼
内
容	
小
中
学
生
の
作
品
展
示

●
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

町
消
防
団
で
は
、
男
女
の
新
入
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
条
件	

▼
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤・在
学
の
人
▼
18
歳
以
上（
学

生
可
）▼
入
団
の
意
思
が
あ
り
、

健
康
な
人

●
問
合
せ	

▼
消
防
本
部
☎
8
8
7

ー

0
1
1
9
▼
火
災
情
報
案
内
☎

8
8
7
ー

2
6
0
0

■
森
林
を
伐
採
す
る
に
は
届

出
が
必
要
で
す

山
林
所
有
者
な
ど
が
地
域
森
林
計

画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民
有
林
を

伐
採
す
る
場
合
、
伐
採
開
始
の
90
日

前
か
ら
30
日
前
ま
で
に
、『
伐
採
お

よ
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
』
を
市

町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
法
に
よ
り
、
こ
の
届
出
書
を

提
出
し
な
い
、
ま
た
は
届
出
書
の
内

容
と
異
な
る
行
為
を
行
っ
た
場
合

は
、罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
る

開
発
を
行
う
場
合
は
、
別
に
県
知
事

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
森
林
の
所
在
場
所
に
よ

っ
て
は
、
届
出
が
不
要
で
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ	

農
業
振
興
課
農
業
土
木

係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
8
3
）

■
あ
な
た
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か

人
に
は
み
な
人
権
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
女
性
に
対
す
る
人
権
侵

害
が
依
然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。水

戸
地
方
法
務
局
お
よ
び
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
平
成
12
年
度

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
女

性
の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
悩
み
を

持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

専
用
の
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
職
場

に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▼
期
間	

11
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7

時　

※
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午

後
5
時

▼
電
話
番
号	

0
5
7
0
ー

0
7
0
ー

8
1
0
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）

▼
相
談
員	

人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

▼
問
合
せ	

水
戸
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
0
2
9
ー

2
2
7
ー

9
9
1
9

■
県
立
霞
ヶ
浦
聾ろ

う

学
校
『
学

校
公
開
』

聴
覚
障
害
児
が
学
習
す
る
場
で
あ

る
聾
学
校
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
、

聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
さ

ら
な
る
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
公
開

の
場
を
設
け
ま
し
た
。

▼
期
日	

11
月
15
日（
金
）

▼
時
間	

午
前
9
時
～
正
午

▼
場
所	

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

▼
内
容	

授
業
公
開
・
学
習
発
表

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

11
月
1
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

要
事
前
申
込

▼
問
合
せ	

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校
☎

8
8
9
ー

1
5
5
5
ＦＡＸ
8
8
9
ー

2
4
1
3

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

おしらせ

〈広告欄〉



おしらせ

■
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
『
事
後
評
価
原
案

の
公
表
』

町
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
に
か
け
て
、『
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
）』
を
活
用
し
て
「
阿
見
西
部
地

区
」「
阿
見
中
央
地
区
」
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
（
道
路
整
備
等
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。『
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
』
で
は
、
事
業
実

施
前
の
計
画
段
階
で
数
値
目
標
を
設

定
し
、
事
業
最
終
年
度
に
目
標
達
成

を
確
認
す
る
た
め
の
事
後
評
価
を
行

い
、
さ
ら
に
は
事
後
評
価
書
の
原
案

を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
事
後
評
価
に
つ
い
て
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
公
表
期
間	

11
月
8
日（
金
）～
21

日（
木
）　

※
窓
口
で
の
閲
覧
は
土

・
日
を
除
く

▼
公
表
方
法	

道
路
公
園
整
備
課
窓

口
で
の
閲
覧
お
よ
び
道
路
公
園
整

備
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す

▼
意
見
書
の
提
出	

11
月
21
日（
木
）

ま
で
に
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

で
左
記
に
提
出
す
る

▼
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
9
2

阿
見
町
中
央
1
ー

1
ー

1
役
場
道
路

公
園
整
備
課
計
画
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
4
3
）▼
E
メ
ー

ル
：dorokoenseibika-ofc@

tow
n.am

i.lg.jp

■
健
康
づ
く
り
課
か
ら

●
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
変
更

11
月
1
日
か
ら
、
定
期
予
防
接
種

に
お
い
て
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
接
種
対
象
・
接
種

回
数
・
接
種
協
力
医
療
機
関
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
主
な
変
更
点

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
：
ワ
ク
チ
ン
に

含
ま
れ
る
成
分
に
、
新
た
に
6
種

類
が
追
加
さ
れ
、
13
種
類
の
成
分

が
含
ま
れ
る
も
の
に
変
更

▽
現
行
：
沈
降
7
価
肺
炎
球
菌
結

合
型
▽
変
更
後
：
沈
降
13
価
肺
炎

球
菌
結
合
型

▼
追
加
接
種
の
時
期

▽
現
行
：
初
回
接
種
終
了
後
60
日

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
（
生
後
12

か
月
以
降
が
標
準
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
）▽
変
更
後
：
初
回
接
種
終
了
後

60
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、
な

お
か
つ
生
後
12
か
月
以
降
に
接
種

す
る

▼
11
月
1
日
以
前
に
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
て

い
る
人

標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
残
り
の

接
種
回
数
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り

に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
『
男
の
料
理
教
室
』
参
加
者
募
集

料
理
経
験
が
少
な
い
男
性
で
も

調
理
で
き
る
レ
シ
ピ
に
挑
戦
し
ま

す
。
町
食
生
活
改
善
推
進
員
と
気

軽
に
料
理
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

▼
期
日	

11
月
30
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1

時
（
受
付
：
9
時
か
ら
）

▼
場
所	

中
央
公
民
館
調
理
室

▼
内
容	

簡
単
に
で
き
る
料
理

▼
講
師	

町
食
生
活
改
善
推
進
員

▼
対
象	
町
内
在
住
で
30
歳
以
上
の

男
性

▼
募
集
人
数	
30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
持
参
品	

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ

き
ん
・
筆
記
用
具

▼
申
込
期
間	

11
月
5
日（
火
）～
18

日（
月
）　

※
土
・
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
問
合
せ	

健
康
づ
く
り
課
☎

8
8
8
ー

2
9
4
0

■
『
国
際
交
流
音
楽
祭
』
開
催

こ
の
秋
、
世
界
の
音
楽
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？　

ア
フ
リ
カ
の
子
守

唄
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞
踊
、
そ
し
て

本
格
的
な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
や
マ
ン
ド

リ
ン
の
演
奏
、
オ
ペ
ラ
の
歌
声
を
お

聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日	

11
月
17
日（
日
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者	

▼
オ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

『
コ
ロ
ー
レ
・
ロ
ッ
ソ
』
▼
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
『
お
ー
し

ー
ず
』
▼
『
マ
ン
ド
リ
ン
・
ク
ロ
ス

セ
ク
シ
ョ
ン
』
ほ
か

▼
入
場
料	

無
料

▼
そ
の
他	

出
演
者
が
一
部
変
更
と

な
る
場
合
あ
り

▼
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

※
火
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
4
時

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
か
ら

■
『
夜
間
飛
行
訓
練
』

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
3
・
4
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時	

11
月
18
日（
月
）〜
21
日

（
木
）日
、
26
日（
火
）～
28
日（
木
）

日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内
（
各
機

2
時
間
基
準
）

▼
問
合
せ	

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校

霞
ヶ
浦
校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1
（
3
4
2
0
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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■
生
涯
学
習
課
か
ら

●
『
第
4
回
町
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

▼
期
日	
11
月
24
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
8
時
役
場
出
発

▼
行
き
先	

横
浜
臨
海
パ
ー
ク
か
ら

横
浜
中
華
街
約
8 

km
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）

▼
募
集
人
数	

62
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料	

1
3
0
0
円　

※
抽
選

日
ま
た
は
当
日
受
付
で
納
め
る

▼
申
込
期
間	

11
月
1
日（
金
）～
9

日（
土
）　

※
受
付
時
間
：
月
曜
日
を

除
く
午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
申
込
方
法	

中
央
公
民
館
窓
口
ま

た
は
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
左
記
に
申
し
込
む　

※
1
人
に

つ
き
2
人
ま
で
申
込
可

▼
抽
選
会
お
よ
び
説
明
会	

11
月
10

日（
日
）午
前
9
時
30
分
か
ら
中
央

公
民
館
多
目
的
室
で
開
催　

※
抽

選
会
に
参
加
し
な
い
場
合
は
、
キ

ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
す

●
第
66
回
町
成
人
式
典

▼
期
日	

平
成
26
年
1
月
12
日（
日
）

▼
時
間	

▼
受
付
：
午
前
9
時
15
分

か
ら
▼
式
典
：
10
時
か
ら　

※
式

典
終
了
後
、
記
念
写
真
撮
影

▼
場
所	

町
民
体
育
館

▼
対
象	

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

平
成
5
年
4
月
2
日
～
平
成
6
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人　

※
町
外

転
出
の
参
加
希
望
者
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床

の
補
修
、
軽
易
な
大
工
仕
事
、
ふ

す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え
、

家
の
雑
役
、
庭
木
の
せ
ん
定
、
草

刈
り
、
草
取
り
な
ど
を
行
い
ま
す

●
問
合
せ	

（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

■
『
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面

接
会
（
土
浦
）』
開
催

学
生
を
除
く
若
者
や
求
職
中
の
人

を
対
象
に
、
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
複
数
の
企
業
の
人
事
担

当
者
と
直
接
お
会
い
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。
履
歴
書

は
複
数
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

12
月
3
日（
火
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30

分
（
受
付
：
1
時
か
ら
）

▼
場
所	

県
土
浦
合
同
庁
舎
（
土
浦

市
真
鍋
）

▼
対
象	
学
生
を
除
く
若
年
者
や
離

職
中
の
求
職
者

▼
そ
の
他	

▼
予
約
不
要
▼
参
加
予

定
企
業
等
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
☎

0
2
9
ー

8
2
5
ー

3
4
1
0

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	

http://w
w

w
.

pref.ibaraki.jp/bukyoku/
syoukou/rousei/h25m

ensetu/

■
県
最
低
賃
金
が
『
時
間
額

7
1
3
円
』
に
改
正

茨
城
労
働
局
で
は
、
県
最
低
賃
金

を
時
間
額
7
1
3
円
（
昨
年
度
額
か

ら
14
円
引
上
げ
）
に
改
正
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
額
は
、
10
月

20
日
か
ら
県
内
の
全
産
業
・
全
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

賃
金
額
が
『
県
最
低
賃
金
』
を
下

回
る
雇
用
契
約
は
、
労
使
双
方
の
合

意
で
あ
っ
て
も
、
最
低
賃
金
法
に
よ

り
賃
金
額
に
つ
い
て
は
無
効
と
さ

れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
契
約
を

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ	

茨
城
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
6

■
映
画
『
人
生
、
い
ろ
ど
り
』

上
映
会
の
開
催

▼
期
日	

12
月
8
日（
日
）

▼
時
間	

❶
午
後
2
時
か
ら
❷
6
時

か
ら

▼
場
所	

県
立
医
療
大
学
講
座
室

▼
内
容	

葉
っ
ぱ
を
売
っ
て
年
商

2
億
円　

四
国
い
ち
小
さ
な
町
で

起
こ
っ
た
『
奇
跡
』
の
実
話

▼
入
場
料	

前
売
券
：
1
0
0
0
円

（
当
日
券
1
5
0
0
円
）

▼
そ
の
他	

こ
の
上
映
会
の
収
益

は
、
す
べ
て
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
す

▼
問
合
せ	

映
画
『
人
生
、
い
ろ
ど

り
』
町
上
映
実
行
委
員
会　

宗
田

☎
0
8
0
ー

2
9
1
2
ー

4
5
2
3

●
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
内
）
☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

ＦＡＸ
8
8
8
ー

0
0
3
2

■
『
家
族
介
護
支
援
事
業
』

参
加
者
募
集

▼
期
日	

11
月
20
日（
水
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

座
談
会
と
講
話
『
食
べ
や

す
く
、お
い
し
い
介
護
食
の
工
夫
』

▼
講
師	
内
山
秀
希
氏
（
ニ
チ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
牛
久
南
）

▼
対
象	
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

11
月
15
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
問
合
せ	

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー

8
1
2
4

■
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催	

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

▼
期
日	

11
月
19
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所	

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

〈広告欄〉
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消防本部調べ
出場件数 12件（－10）

※救急車の適正な利用を
お願いします

軽　　傷 9人（－ 7)
中　　傷 3人（－ 3)
重　　傷 0人（± 0)
死　　亡 0人（± 0)
合　　計 12人（－10)

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

人権相談／行政相談　日時：12月 5日（木）・1月 9日
（木）午前 10時〜午後3時／場所：役場3階 305会議室

問い合わせ　総務課☎888ー1111（215）
子育て相談　電話・来所相談：月〜金曜日午前 9時〜
午後 4時／場所：中郷保育所内／訪問相談：随時受付

問い合わせ　地域子育て支援センター☎891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／

場所：図書館となり
問い合わせ　教育相談センター☎888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後 1時〜 4時／弁護士

相談：月 1回午後 1時〜 3時 30 分（毎週水曜日の心
配ごと相談で要予約）／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ　町社会福祉協議会☎887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30分〜
午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ　町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午、午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ　町消費生活センタ−☎888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午、午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ　県南地方交通事故相談所☎823ー1123

●定例相談●

『グラウンドゴルフ大会』
10 月 10 日、総合運動公園において町体育協会の主催によ

る町民グラウンドゴルフ大会が盛大に開催されました。
第 9回目となる今大会の参加者は 139 人で、秋空のもと熱

のこもったプレーが繰り広げられました。選手の皆さんは気
持ちの良い汗をかかれたことと思います。私も始球式でプレー
させていただきました。

『まちのニュース・町長日記』10 月

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

11 月の納税等
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（5期）
納期限 12 月 2 日（月）

12 月の納税等
固定資産税（3期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（6期）
介護保険料（5期）
納期限 12 月 25 日（水）

交通事故発生状況　9 月（前月比）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,707 人 ( ＋ 64）
●男　性　23,666 人 ( ＋ 55）
●女　性　24,041 人 ( ＋ 9）
●世帯数　18,521 世帯 ( ＋ 65）

▽ 10月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

グラウンドゴルフは、ルールが簡単で誰でも気軽に始められ
ることから、競技人口も年々増えています。年次計画を立てて、
運動公園の芝の整備を進めていきたいと考えております。
シルバー世代が元気になることで、町はもっと元気になると

思います。町では、これからもシルバー世代がいきいきと輝く
まちづくりを進めてまいります。

阿見町長　天田富司男
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